






Ⅰ.53 年 7 月の(表 1)当班会議に報告した症例の経過予後を見た。発育不全腎の腎不全例が

透析に移行し,尿路感染症を契機に発見された症例のうち VURⅢの 1 例が,逆流防止術を受

けたが 1 年 2 ヵ月後に尿路感染・VUR の再発を確認され再手術をうけた。その後は再発を

見ていない。他に VURⅢの 1例と両側水腎症の1例が包茎手術をうけ,他の症例は特別の加

療なしに尿路感染症の再発をおこしたものはなかった。 


